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「バイオマス熱利用機器 民間事業者の導入へのハードル」

【実践】㈱森のエネルギー研究所

自社オフィス『木造ZEB』

(非住宅用途での暖房用バイオマス利用)

展開② 福祉施設、病院、温浴施設等への

灯油･重油･ガスボイラーに代わる、木質バイオ
マスボイラーの導入(CO2ゼロ、燃料費低減)

←給湯･暖房熱源代替がキーになるZEB提案

展開① 事務所、病院、福祉施設における

CO2ゼロの建物(ZEB)への新築･改修提案



◆バイオマス熱利用の特徴： 太陽光発電等と組合わせ、多種の需要に応じた熱・熱電併給が可能に

出典： 環境省 再生可能熱利用の全体像 2022年

https://www.env.go.jp/content/000129908.pdf 2



木質バイオマスエネルギー利用量の概況
木質バイオマス発電所の増加等により、エネルギーと

して利用される木質バイオマスの量が年々増加中。

＜チップの燃料消費量 2023年 日本国内＞

・間伐材・林地残材等由来501万トン/年

・製材等残材由来 174万トン

・建設資材廃棄物由来 391万トン (最も安価)

＜ペレットの燃料消費量＞

・国内製造 12万トン 輸入 382万トン

＜薪・木粉の燃料消費量＞

・薪４万トン 木粉・オガ粉 34万トン

ただし、この推計には無償取引もしくは自家
調達の薪消費量がほとんど含まれていない。

(家庭における燃料材使用量（薪）が、

別途276万m3/年程度との推計※あり
※https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/biomass_hatsuden/pdf/0

02_02_04.pdf

林野庁のバイオマスボイラーの利用箇所集計にも、

含まれていないバイオマスボイラ―が数万台単位で存在

(旧来の銭湯・旅館や、家庭の給湯用薪ボイラー、

農業ハウスでの暖房用薪ボイラー等)

数値と図表の出典：林野庁 令和6年度 森林・林業白書 令和7年6月公表 P167
https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/r6hakusyo/attach/pdf/zenbun-45.pdf 3



※原油価格の変動によって、木質バイオマス燃料の優位性は変動
直接燃焼時を行う熱利用であれば、チップを燃料利用すると
ランニングコストだけ考えれば、現状のA重油や灯油、ガスより安い

灯油･重油･ガス(化石燃料)と、バイオマス燃料との価格比較例
(2025年末時点の価格レベル)
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※電力料金単価の推移：㈱森のエネルギー研究所 まとめ
(大手電力会社のHPから、月別の標準家庭用電力料金月額(税込)を抽出し、単価を計算)

各月の電力単価(家庭用標準：円/kWh)でヒートポンプ活用の熱供給時と、
バイオマス熱利用の単価目安 参考比較(2025年末時点の価格レベル)
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2023年1月～2025年12月の電力会社別電気料金単価（円/kWh）推移

北海道電力 東北電力 北陸電力 東京電力 中部電力 関西電力 中国電力 四国電力 九州電力 沖縄電力

ボイラー用の薪 熱利用時 単価目安
→23円/kWhの電力単価での
ヒートポンプ活用時と同等



ペレット製造工場

地域熱供給システム

高性能林業機械

大型製材工場

（丸太消費：数 10 万㎥ / 年）

10ｔトラック

1 台分の

林地残材購入費
1ha の山林からの

間伐・搬出費用

業務用

チップボイラー

1 つの街区への電気供給

10,000kw 級の

（約 20,000 世帯相当）

木質バイオマス

発電所

業務用薪ボイラー
ペレットストーブ家庭用（給湯）

薪ボイラー

地域の材の仮設住宅

高性能薪ストーブ

薪ボイラーを利用した足湯

バイオライト

（小枝を燃やして携帯充電）

調理器具

（ペレットコンロ）

★バイオマスは初期投資が極めて高い→ランニングコストで「数年でもとを取る」設定が必須
→「少ない投資で多くの木材を消費し、少なくともランニングコスト削減に繋がる」

費用対効果の高い導入施設候補を見極め、地域で波及効果を高めることが重要。

投資金額

利用機器
形態

木質燃料搬出
製造関係

5万円 50万円 500万円 5億円 50億円

様々な価格帯でのバイオマス機器導入例
●万円で設置できる木質バイオマス利用機器
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利用用途 初期投資 木材消費量(m3/年) 備考

家庭用薪ストーブ 10～150万円 1～5m3/年 燃焼効率により差異

農業ハウス用
薪ストーブ

30～60万円 10～30m3/年 100坪程度のハウス

給湯用薪ボイラー
(従来型)

100～400万円 20～100m3/年 小規模の民宿・
福祉施設等

温水プール
ペレットボイラー

2,500～5,000万円 200～400m3/年 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ割高

温水プール
チップ・薪ボイラー

5,000～15,000万円 300～500m3/年 ボイラー専用建屋・燃
料保管庫スペース必
要

温泉施設(年5～10万
人利用規模)への
薪ボイラー導入

2,000～10,000万円 300～500m3/年 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄは安いが
人力投入必要

小規模分散型
熱電併給プラント

熱電併給2～4億円
(＋ペレット工場新設

2～4億円)

2,500m3/年
(ペレット 900t/年)

ブルクハルト社の例
発電出力180kW

熱出力270kW

発電所 2,000kW級 20～30億円 30,000～40,000m3/年 集荷困難な地域多い

2,000kW級の発電所1か所≒温泉施設100か所≒一般家庭2万軒程度の木材消費量
バイオマスの熱利用・発電事業と、地域の森林資源からの供給量に見合うのはどの規模か？
現実的にかけられる労力(人工数)・人員体制はあるか？(伐採・搬出～輸送～加工～燃焼まで)

木質バイオマス利用機器の費用対効果 ～投資金額と使用する木材の消費量目安～

7



なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか アンケート例①全国中小企業

8

資料：日本商工会議所・東京商工会議所 「2025年度中小企業の省エネ・脱炭素に関する実態調査」集計結果 （2025年7月）

https://www.tokyo-cci.or.jp/page.jsp?id=1206593



〇投資回収年数は、約半数の事業所が「5年以内」を望んでいる。
事業者の4分の1は「3年以内」を求める。

なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか アンケート②広島市

9

再エネ全般： 事業者へのアンケート結果（広島市）

資料： 広島市 地球温暖化に関する市民・事業所アンケートの実施結果 （2016年）

https://www.city.hiroshima.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/023/980/46207.pdf



〇給湯設備の省エネ投資：「投資可能」｢投資済」で1割
・許容できる投資費用 1,000万円超は1割に満たない
(記載のあった事業者の半分は、100万円以下程度)

なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか アンケート例③札幌市

10

事業者へのアンケート結果（札幌市）

資料：札幌市 令和2年度事業者の省エネルギー対策状況に関するアンケート （2020年）

https://www.city.sapporo.jp/kankyo/management/ems_jigyosha/jigyosya_sho-energy_chosa_r1.html



なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか

アンケート④-1(山形県鶴岡市：木質バイオマスに特化したアンケート 2021年版)

11

出典：山形県鶴岡市 令和３年度木材需要の創出・輸出力強化対策のうち「地域内エコシステム」推進事業
https://woodybio.jp/pdf/r3/r3_08_tsuruoka.pdf

https://woodybio.jp/pdf/r3/r3_08_tsuruoka.pdf
https://woodybio.jp/pdf/r3/r3_08_tsuruoka.pdf


なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか

アンケート④-2(山形県鶴岡市：木質バイオマスに特化したアンケート 2024年版)

12



まとめ：民間企業のアンケート結果から見えてくること

13

〇企業は「儲からないバイオマス事業はやらない」

〇バイオマスボイラを導入しない4大要因：
「経済性」「初期投資額」「設置スペース」「手間」

〇「経済性」の考え方は、業種によっても変わるが
投資回収年数で5年以内を求める声が最も大きい

〇「初期投資額」にも許容範囲がある(融資等制約)

→リースのような「初期投資ゼロ」のニーズはある

なぜ、民間事業者への熱利用機器導入が進まないのか まとめ



経済面の課題をクリアし「バイオマスボイラーの導入推進」を推進する手は？

資料：厚木市 民間事業者への新エネルギー導入意向調査

★対策を大きく6つ＋1つに大別

①ボイラーの出資者を変える
（市民出資、熱供給サービス事業
等で温泉・工場に導入）

②「10年でもとが取れればいい」
少ない企業を根気強く探す

⑤バイオマスの燃料調達価格を低減
（機械化などで山から安価に搬出加工 or ボランティア集材、剪定枝・端材、廃材利用）

③初期投資を極力下げる
（機器開発、施工のDIY化・地域分業、
補助等を使い100％補助に近づける）

④化石燃料価格を相対的に上げる
（環境税等で化石燃料に税金を上げる or 化石燃料価格の高い「離島」で推進）

⑦民間需要をあきらめ、徹底的に公共施設
へのバイオマスボイラー導入を優先し実行

⑥「もとを取る」ために、燃料費削減だけでなく「本業の売り上げを増加」に繋げる
（温泉・ホテル：エコツアーによる集客 食品工場・農業ﾊｳｽ：商品の高付加価値化・・・）

14



①-1ボイラーの出資者を変える（クラウドファンディングでの導入）例
 農家民宿におけるクラウドファンディングでの薪ボイラー導入の取組

出典：https://camp-fire.jp/projects/view/24051

○薪ボイラーは現在も稼働中 ※興味を持った方は「農家民宿」「薪ボイラー」で検索を！

農家民宿 うしだ屋 （新潟県上越市） http://ushidaya.moo.jp/

○地元で生産された薪を購入し、宿を経営する（＝お金の地域内循環）＆エネルギーの地産地消を目指す

  ○「農家民宿開業のための自己資金が潤沢ではない」⇒工務店見積で、従来型薪ボイラー工事費込160万円

  ○2017年4月から購入型クラウドファンディング開始⇒原本が保証されないにもかかわらず、76人から155万円集まる

15



①-2 ボイラーの出資者を変える
（クラウドファンディングでの導入）例

出典： https://readyfor.jp/projects/hourigawaonsen

祝子川(ほうりがわ)温泉 （宮崎県延岡市）

薪活

用

16



①-2 ボイラーの出資者を変える
（クラウドファンディングでの導入）例 醸造所に薪ボイラー(宮城県川崎町)

薪活

用

17



(株)リテック

熱利用施設
（紋別市：

健康プールステア)

【新設】バイオマス
(燃料チップ)ボイラー
150kW×4台、建屋･燃
料サイロ、蓄熱タンク

燃料製造(チップ)工場

熱料金支払
（15年間固定）
約2,000万円/年

(株)リテックが
自ら投資して設置

ダンプ輸送
(週2~4回)

プール加温・
暖房用熱供給

紋別市

CO2削減の
施策を指示

〇(株)リテックが、紋別市の温水プールに自費でチップボイラーを導入し
CO2ゼロを目指す、新たな熱供給サービス事業。15年間の熱供給･ﾒﾝﾃ契約を提案。

〇年間チップ消費量：約950トン (水分35％以下の、廃材系チップに端材チップを混合し安定供給)
⇒A重油消費量のうち90％相当の約31.2万L/年代替目指す(CO2削減量：約844トン/年)

〇スケジュール
令和3年 夏～秋：システム計画・設計、事業収支の検討 秋～冬：補助金申請
令和4年 春：チップボイラー・建屋着工 12～翌3月：試運転調整、稼働開始
令和5年4月～12月 A重油代替率 通算で概ね80％程度 (令和6年度、7年度も同等程度)

〇事業の特徴
・地域で未活用の木質バイオマスを活用し、エネルギーの地産地消・雇用創出実現
・紋別市は初期投資ゼロ、かつ現在のA重油購入代金よりも少し安いコストで
今後15年にわたり、CO2を80～90％程度削減することが可能になる

・プールへの導入を皮切りに、今後、他の公共施設、ホテル･食品工場等へ展開

①-3 ボイラーの出資者を変える（バイオマスの熱供給サービス）例
【熱需要者側が初期投資ゼロ：廃材系チップを取り扱う事業者による、熱供給サービス】

紋別市健康プール「ステア」への、チップボイラー導入事業

チップ供給

現在、プールで消費し
ているA重油のうち

90％を削減予定

★熱供給ESCO事業概要(23年1月開始)
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チップボイラーの設置位置、ボイラ概要
(総工費約1.5億円(税抜)、うち0.4億円補助(経産省 事業再構築補助金))

◆紋別市 健康プールステアの配置図
赤：既存機械室（バックアップ用既存重油ボイラ等との接続）

青：新設バイオマスボイラ設置候補地
【新設】チップボイ
ラー建屋、煙突(左奥)

【新設】150kW×4台
チップボイラー
(フローリン社製)
と蓄熱タンク

燃料ﾁｯﾌﾟ(安価な廃材系)
（株）リテック製

19



②「10年でもとが取れればいい」少ない企業を根気強く探す
事例②-1：海楽荘「大船渡温泉」～民間独自での木くず焚きボイラー導入～

所在地 岩手県大船渡市大船渡町字丸森18番1 （目の前が海）

事業内容

・ホテル業、日帰り温泉(銭湯)
客室230室、宴会場、温泉（10:00～翌9:00）等の経営

HP： http://oofunato-onsen.com/

開業日
2014年7月31日
※10数年間更地だった高台に、2013年からホテルを建設

総事業費
13億円
（うち、8000万円は木質バイオマス利用設備の整備費用）

従業員数 30人を新規雇用

20



民間独自での木くず焚きボイラー導入
海楽荘「大船渡温泉」＿社長の想いと、燃料投入の様子

木質バイオマスボイラの運転に
作業員１名が、ほぼ常時つく

→雇用創出

作業員が夜中も張り付く
わけにはいかないため、
大型蓄熱タンクを活用し
たシステムを導入 21



民間独自での木くず焚きボイラー導入
海楽荘「大船渡温泉」＿システムについて

木くず焚きボイラーが停止している夜間も、蓄熱タンクに蓄えた熱源を
もとに給湯（シャワー）、源泉の昇温、暖房をすべて賄う
⇒稼働から10年以上が経過したが、重油ボイラーはほぼ稼働ゼロで済んでいる
・360t/年の製材端材を燃焼。推計重油削減量：11.5万L/年（1,000万円/年以上の削減効果）

蓄熱タンク
40㎥

給湯（ｼｬﾜｰ）

暖房
（床暖房等）

源泉の昇温
（温泉昇温タンク）

バイオマスボイラ
(30万kcal/h)

稼働時間
7:00～16:00

16:00～17:00消火

ボイラが稼働しない時間帯（16:00～7:00）は、蓄熱タン
クの熱で給湯・温泉昇温に必要な熱をまかなう
※冬季は暖房もまかなう

バイオマスボイラ
(30万kcal/h)

22



②「10年でもとが取れればいい」少ない企業を根気強く探す

②-2 医療・福祉施設での導入
田主丸(たぬしまる)中央病院 （医療法人聖峰会）

福岡県久留米市：チップボイラー(温水)

23

http://www.seihoukai.or.jp/

 

・事業費総額：約96,000千円（ボイラ本体、ボイラ建屋、チップ貯蔵庫等含む）
※建屋を除くボイラに、NEDO補助金(1/2)を受ける。2009年2月より稼働。

・木質チップ焚き温水ボイラ(出力：550kW)により、田主丸中央病院、サンライフ聖峰、
サンヘルス聖峰のプールにお湯を供給。24時間連続運転。

・燃料消費量 木質チップ 10～12チップm3/日。(300～360m3/月)
⇒燃料費（重油代）を、約40～50万円/月 (年480～600万円)削減
⇒半額の補助金を考慮すると、約10年程度で投資回収が可能となる見込で開始
資料：・広報誌「ほすぴたる」2009年4月号 http://www.seihoukai.or.jp/outline/62hospital.pdf

・H21九州バイオマス発見活用協議会 http://www.tres-ltd.jp/biomass/h21/jirei/pdf/40_4_04.pdf

http://www.seihoukai.or.jp/


②医療・福祉施設での導入 森林(端材系)チップ燃焼事例
②-2 田主丸(たぬしまる)中央病院 （医療法人聖峰会）

福岡県久留米市：チップボイラー(温水)

24

http://www.seihoukai.or.jp/

 

資料：福岡県HP http://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/321683_53422733_misc.pdf

http://www.seihoukai.or.jp/


③初期投資を極力下げる

小規模事例 ー薪の利用ー

POINT
⚫ 低価格（100万以内）での導入

懸念点
⚫ 燃料の投入の手間

＠千葉県南房総市（No.1）

✓ 小規模な設備でランニングコストを低減できる薪を活用

した各種の取組を実施

✓ 南房総市のモニター事業で導入効果（加温効果、燃料代

削減効果、CO₂削減効果）を検証

✓ 市の補助事業を活用し、市内25箇所の農業用ハウスで、

重油暖房機等を薪暖房 機（名称：ゴロン太）に置換え又

は併用で導入

出典：林野庁 木材利用課  木質バイオマス熱利用・熱電併給事例集 第2版

２ 民間普及の調査
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★公共施設 三瀬コミュニティセンター(延床面積 約900m2)
→R2年度の改修工事に合わせて、暖房用の薪ボイラーを導入
導入費 18,194 千円（付帯施設、温水暖房機、建屋等含む）

出典：SDGsと再生可能エネルギーに取り組む自治会 鶴岡市三瀬
地域循環共生圏とSDGsはここにあり 2021年2月 https://yamaene.net/topics/1292

③初期投資を極力下げる
地域内エコシステム対象地域 山形県鶴岡市内
三瀬(さんぜ)地区での薪ボイラ・薪ストーブ活用

～SDGsと再エネに取り組む自治会～

26



★山形県鶴岡市内 三瀬(さんぜ)地区での薪ボイラ・薪ストーブ活用

小規模での薪ボイラー・ストーブ活用
→将来的には、チップ生産・市内へ供給を目指す

★三瀬保育園 →薪ストーブ、小型薪ボイラの導入(数百万円自己負担)
・こども達が地域の山でとってきた雑木や木の実も燃料に
・軽トラックからの薪運びは、こども達もお手伝い
・薪ストーブが、保護者の方々をはじめ団らんの場に

★ひゃくねん森での薪製造
・地域の若者も、アルバイトとして薪製造開始
・ふるさと納税の返礼品にも「鶴岡市の薪」

27
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★八幡館 （2019年2月より運転開始）
･風呂の昇温・給湯に用いていた灯油ボイラー2基をペレットボイ
ラー（出力35万kcal/h）+貯湯槽(6t)に変更し、95％灯油削減へ
･国産ペレットボイラーの自動灰出し装置、及び
極東開発工業㈱製の、1人作業が可能なペレットエア搬送装置
・ﾍﾟﾚｯﾄﾎﾞｲﾗｰ等導入費:約7,231万円(税抜) うち4,294万補助
(建屋等を除く対象設備に2/3補助(離島限定)

★実際の導入理由：灯油ﾎﾞｲﾗ＆貯湯槽改修予定費(2,940万)

＞ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗｰ導入費の持出金額(2,937万円) となるから
年間のペレット消費量は、約150t/年程度。
→稼働後、灯油消費量90％以上の削減に成功
・ペレットの供給は、柏崎の工場からフェリー輸送後、ユニック車
※離島は本土より化石燃料価格が高い
◎海外観光客：「脱炭素」がホテル選択の重要ポイントに
→導入後、CO2削減のペレットボイラーが集客のきっかけにも

国際佐渡観光ホテル 八幡館 (佐渡市)
http://www.yahatakan.com/

29

④化石燃料価格を相対的に上げる
化石燃料価格の高い「離島」での脱炭素推進 インバウンド需要で注目

資料：極東開発工業㈱ 木質ペレットエア搬送ユニット
「JETCUBE（ジェットキューブ）」 より
http://www.kyokuto.com/ir/pdf/181108_1.pdf



◆①ボイラーの出資者を変える (熱供給サービス事業)
＆④化石燃料価格を相対的に上げる  化石燃料価格の高い「離島」での脱炭素推進
〇 八丈島 リードパークリゾートへの、チップ製造＆チップボイラ導入 熱供給サービス事業
～ホテルが初期投資を一切負担しない、チップボイラーによる熱供給サービス事業～
～

30資料：株式会社WBエナジー 提供資料



◆①ボイラーの出資者を変える (熱供給サービス事業)
＆④化石燃料価格を相対的に上げる  化石燃料価格の高い「離島」での脱炭素推進
〇 八丈島 リードパークリゾートへの、チップ製造＆チップボイラ導入 熱供給サービス事業
～ホテルが初期投資を一切負担しない、チップボイラーによる熱供給サービス事業～

31資料：株式会社WBエナジー 提供資料



★都内へのチップボイラー導入で、実際に約90％の補助が出た事例
リードパークリゾート八丈島
⇒ホテルが初期投資を一切負担しない、チップボイラーによる熱供給サービス事業
2025年12月より試運転開始

〇  経産省(SII) 3分の2補助 採択内容
https://sii.or.jp/koujou05r/uploads/r5h_kj_koufuketteianken_3.pdf
⇒4 リードパークリゾート八丈島における木質バイオマスエネルギー導入事業
既存の重油ボイラー、LPGボイラーを木質バイオマスボイラーに
入れ替えることにより、省エネルギー化を図る
補助金交付決定額 177,122,666円

〇 東京都 地産地消型再エネ・蓄エネ設備導入促進事業
https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/chisan3
中小企業は4分の3補助 それ以外の企業等は3分の2補助
上限2億円 ※SII補助での3分の1自己負担分に対して、中小企業なら残りを都4分の3補助
⇒自己負担割合は、1/3×1/4=1/12 即ち、わずか8.3％の自己負担 (税抜 91.7％補助)

令和7年5月 説明会資料 tokyo-co2down.jp/wp-
content/uploads/2025/05/2_r7_chisan_setumeikai_20250530-.pdf
令和6年度までの採択結果 うち、バイオマスボイラは1件のみ
https://www.tokyo-co2down.jp/wp-

content/uploads/2025/06/2_r6_chisan_kouhu_jisseki_20250612.pdf
株式会社アグリフォレストマシーン(共同申請者：リードホテル&リゾート株式会社)

∴総額 265,684,000円 ー SII 3分の2補助 177,122,666円 ＝ 残額 88,561,334円
都 助成対象経費 88,561,334円 × 都 3分の2補助 59,040,000円  = 持出金額

29,521,334円
となり、チップボイラー(温水) 480kWの総工費 (建屋は既存建屋活用)
合計 約2.66億円(税抜) に対して、自己負担額は わずか 0.295億円 程度で済んでいる

32



⑤バイオマスの燃料調達価格を低減 省エネ系補助金を活用した、バイオマスボイラー(熱利用)導入事例
ガス使用量を6 割削減(15t-CO2/月)、ガス代は1 ヶ月60 万円の削減に成功！
薪ボイラー稼働3年、順調に稼働中の湊山温泉

33

資料： 湊山温泉facebook 及び 森のエネルギー研究所ホームページ
https://www.mori-energy.jp/blog/%E3%82%AC%E3%82%B9%E4%BD%BF%E7%94%A8%E9%87%8F%E3%82%926-
%E5%89%B2%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%80%81%E3%82%AC%E3%82%B9%E4%BB%A3%E3%81%AF1-
%E3%83%B6%E6%9C%8860-%E4%B8%87%E5%86%86%E3%81%AE%E5%89%8A%E6%B8%9B/

設備費・工事費に最大3 分の2 補助 → 初期投資の自己負担額を1,000 万円以下程度に抑える簡易設備で導入
→月100 万円前後の燃料費がかかっている銭湯・温泉の場合、年間数百万円～1,000 万円規模の燃料代削減も

(薪の燃料費・薪くべの人件費を考慮しない場合)



★参考： R4年度 資源エネルギー庁省エネ系補助金を活用した、バイオマスボイラー(熱利用)導入事例抜粋

34
資料： SII 令和4年度先進的省エネルギー投資促進支援事業 交付決定 新規採択事業について
https://sii.or.jp/cutback04/decision2.html



★⑤バイオマスの燃料調達価格を低減
食品工場の事例① 井村屋

35

資料：７．バイオマスボイラーの利用事例：井村屋の小豆加工、製菓ビジネス 前山健 （井村屋株式会社取締役主席相談役）
バイオマス熱利用ユーザー協会・準備会設立シンポジウム 2025年11月12日

https://www.npobin.net/research/251112Maeyama.pdf



★⑤バイオマスの燃料調達価格を低減
食品工場の事例① 井村屋

36

資料：７．バイオマスボイラーの利用事例：井村屋の小豆加工、製菓ビジネス 前山健 （井村屋株式会社取締役主席相談役）
バイオマス熱利用ユーザー協会・準備会設立シンポジウム 2025年11月12日

https://www.npobin.net/research/251112Maeyama.pdf



37

資料：７．バイオマスボイラーの利用事例：井村屋の小豆加工、製菓ビジネス 前山健 （井村屋株式会社取締役主席相談役）
バイオマス熱利用ユーザー協会・準備会設立シンポジウム 2025年11月12日

https://www.npobin.net/research/251112Maeyama.pdf

★⑤バイオマスの燃料調達価格を低減
食品工場の事例① 井村屋



★⑥食品工場の事例② (株)サーフビバレッジ 飲料製造工場へのバイオマスボイラー導入
→「総額2億円のチップボイラーを導入し、樹皮・チップ等を燃料利用して100万リットル/年の重油を削減。
燃料費は従来より5,000万円/年浮く」という飲料製造工場
※アパホテルのミネラルウォーターにも採用：ラベルに「CO2排出削減に努めるためﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰを活用」と記載

38
資料： 木質バイオマスによる産業用等熱利用 ガイドブック
https://www.jwba.or.jp/introduction-guidebook/

https://www.jwba.or.jp/introduction-guidebook/


地元の製材工場から安価な端材を
買い取り、薪に加工し1年程度乾燥

3~6回/日程度、薪ボイラーに
人力(1名で15分程度)薪くべ

⑥「もとを取る」ために、燃料費削減だけでなく「本業の売り上げを増加」に繋げる
★自由の森学園中・高 (埼玉県飯能市) 地域で燃料を安価に作り、学びの場となる薪ボイラーを
学生寮に導入 →CO2削減を実現し、「薪を燃やしてエネルギー自給」という他校との差別化

39

5つの寮(総勢約160名)の
各寮の風呂、暖房に活用

停電時には、LPG・ガソリン
兼用の自家発電機を活用し
薪ボイラー・ポンプの電源と

寮の最低限の電気・熱を自給可能に
(環境省補助金の対象外)

出典：自由の森学園ブログ http://jiyunomori-nikki.blogspot.com/2021/01/blog-post_9.html
及び、学園季刊誌「もりのあと」 https://www.jiyunomori.ac.jp/morinoat/morinoat032/html5.html#page=9

http://jiyunomori-nikki.blogspot.com/2021/01/blog-post_9.html


男子寮

１．事業概要

① 実 施 主 体 学校法人 自由の森学園 ② 実 施 場 所 自由の森学園 学生寮（埼玉県飯能市小岩井680他）

③ 事 業 名 称
自由の森学園 学生寮
薪ボイラー導入事業

④ 実 施 期 間 令和２年度
⑤CO２削減効果
（ 見 込 ）

９８ t-CO2/年

⑥ 導 入 設 備

１．薪ボイラー ２４４kW
（㈱タケザワ製 CBW-300）
２．熱供給配管
※主な補助対象外設備：
・LP`G・ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ兼用の
非常用自家発電設備

・薪ボイラー建屋(新設)
(地震・水害等による停電時でも
給湯・暖房を確保し、地元の小岩
井地域の皆様に入浴･避難の場所
を提供可能にする)

◆薪ボイラーの灰掃除・薪投入・着火 ◆薪ボイラー建屋

⑦ 総 事 業 費
約48,297千円

(税込)
⑧ 補 助 金
所 要 額

令和２年度
環境省補助
14,822千円
埼玉県補助

4,491千円

⑨薪ボイラー導入後の
年間ランニングコスト
（2018年9月
～2019年8月
の12か月と比較時）

代替可能なLPG消費額  1,936千円/年
+)代替可能なA重油消費額 1,444千円/年
-)薪ﾎﾞｲﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ等電気代      766千円/年
-)薪の購入費(6,000円/t)    701千円/年
-)維持管理費    300千円/年
=年間ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ削減額 1,613千円/年

⑩ 事 業 内 容

●１．目的
・地球環境に配慮し、地域の林産資源を生かした
エネルギー消費へ転換する学校のモデルを構築する。
・地震や水害等の災害時に地域の避難する方々を受
け入れ停電時でも電気と熱を自給できる体制を構築
・広く見学者を受け入れ、再エネの教育・普及啓発
●２．概要
・学生寮で消費していた給湯用のLPG(プロパンガ
ス:約1.1万m3/年)の80％と、暖房用の重油(約2.4
万L/年)の６0％を代替可能な国産の薪ボイラーを導
入し、地域の製材工場で発生する端材、及びスギ等
の間伐材、造園業者の剪定木等を購入し、長さ80
㎝・水分30％程度の薪に加工して燃焼させる。
・停電時でも、非常用の自家発電設備と薪ボイラー
を活用し、給湯･暖房用の熱源と電力を確保する。

事業概要書（自由の森学園学生寮 薪ボイラー導入事業 ）

男子寮

男子寮

男子寮

女子寮

給湯 浴槽湯張り 暖房

薪ボイラー

東

西

北

土場（薪製造）
：飯能木質バイオマ
スエネルギー協議会
が全面支援し、地域
の協力企業で
長さ80cm以下の
薪を製造・保管

1日に
1～５
回の薪
投入

端材（ケヤキ）：日新木材

薪消費量：約120t/年 (200m3)

※他、周辺の造園業者の剪定木や、

飯能市内の間伐材等を活用予定

南

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ用
LPG給湯機

災害
時：電
力供給

非常用
自家
発電機
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⑥「もとを取る」ために、燃料費削減だけでなく「本業の売り上げを増加」に繋げる
◆賃貸住宅で、再エネや高気密・高断熱の物件を選ぶ手段 ⇒ 新たに地域で作る！
⇒CO2ゼロに繋がるサステナブルな賃貸を作り、付加価値を高めて賃料も上げる

資料： 2021年8⽉25⽇バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第197回研究会 ウェスタ（Vesta）プロジェクト
https://npobin.net/research/data/197thOhba2.pdf

参考： サステナヴィレッジ鳴子 (宮城県大崎市)
ドイツ製の小型ガス化熱電併給設備
https://www.sustainalife.co.jp/

https://www.sustainalife.co.jp/
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従来

熱需要者のコスト 熱需要者のコスト 熱需要者のコスト

(設備所持) (設備所持) ＋再エネ導入で

付加価値増大

燃料費 燃料費

(ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟの (ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟの

化石燃料＋ 化石燃料＋

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ) 木質ﾊﾞｲｵﾏｽ)

維持管理費

＋消費者に選ばれ

売上増加↑

+ESG投資

呼び込み株価↑

燃料費削減＋

売り上げ増分を

投資回収に充当

維持管理費

浮いた燃料費は

投資回収に

燃料費

浮いた燃料費は

投資回収に

維持管理費

バイオマスボイラー導入後

「企業として生き残るため」に、脱炭素設備への投資を！
or「投資してくれる別の企業・個人」の呼び込みを！

◆バイオマス機器導入による、売電収入や燃料費削減以外の「企業のメリット」
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※現在、準備会のHPは再立ち上げ準備中。
26年4月以降の「バイオマス熱利用ユーザー協会」正式立ち上げに向けて
バイオマスボイラ―の活用・普及に興味のある方、御気軽にご連絡ください。
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